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ケーララの豊かな⽂化の物語
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壮⼤な芸術の聖域
アラビア海の魅惑的な岸辺と、雄⼤な⻄ガーツ⼭脈の静

かな陰影の間に、豊かな恵みに満ちた⼟地がある。緑豊

かな森、⼿つかずのラグーン、穏やかなビーチ、絵のよ

うに美しいバックウォーター、魅⼒的な料理、豊かな歴

史など、この⼟地のすべてが謎に満ちている。神の国と

呼ばれるケーララには、実に多くの理由がある。

⽬的地を訪れるということは、それを体験し、深く理解

することだ。だからこそ、ケーララについてもっと知る

ようになれば、何世紀にもわたって世界を魅了してきた

この州の⽂化的な活気に⼼から驚かされることだろう。

この⼟地の魂には、この州の社会⽂化の豊かさを⾒事に

表現した無数の芸術が隠されている。
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ケーララを訪れたら、これらの芸能を⾒逃すわけにはいかない。

次のページでは、あなたにお勧めのベスト・リストをご紹介します。これらの⼀⽣に⼀度の体験で、あなた⾃⾝を豊かに

してください。神の国ケーララで豊かな祝福を受けてください。
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カタカリのメイクアップは精巧で、仕上げるのに何時間もかかる
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⾊とりどりの化粧、仮⾯、さまざまな⾐装に⾝を包んだ登場⼈物は、上演中に話したり歌ったりすることはない。

カタカリは、地元の⼈々や観光客に最も愛されている⼤衆芸術のひとつである。

劇は、バックに流れる歌の助けを借りて上演される。カタカリの⾳楽には、チェンダ、マッダラム、チェンギラ、

エラタラムなどの楽器がある。アーティストたちは、様々な⼿振り、表情、動きで物語を伝えます。

⾊彩の輝きと⽬の保養

鮮やかに燃えるケーララ伝統の魅⼒、精巧に彩られた⾐装とフェイスマスクに⾝を包んだアーティストたち、魅

惑的な⾳楽、聴く者すべてを夢中にさせるビート-カタカリは、ケーララの⼈々に⼤きなインスピレーションを

与え、楽しませてくれる。

視覚的なスペ

クタクルが絶

えることなく

⼈々を驚かせ

るカタカリ

は、州全⼟で

上演されてい

る古典芸術で

ある。この物

語劇は、 17

世紀頃に完全

に発展したス

タイルで⽣ま

れたと考えら

れている。カ

タカリは、ヒ

ンドゥー教の

叙事詩や宗教

的な伝説、さ

らには⺠話の

物語を語りま

す。

演じるアーテ

ィストとプレ

イバックを担

当するシンガ

ーでユニット

が構成されて

いる。発声に

はマラヤーラ

ム語のサンス

クリット語版

が使われる。

カタカリはラ

マナッタムか

ら⽣まれたと

考えられてい

る。
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クーディヤッタムは何年も練習して初めてできるようになる。
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伝統的にクーディヤッタムに携わる芸術家は、ケーララのヒンドゥー教のサブカーストであるチャキャールや、ア

ンバラヴァシ・ナンビアール・カーストに属するナンギヤランマである。

クーディヤッタムは、1⽇⾒るだけでもワクワクドキドキする。だからこそ、ケララへの旅⾏では、この芸術様式を

垣間⾒るようにすべきなのだ。

ユネスコの⼈類の⼝承及び無形遺産の傑作であるクーディヤッタムは、古代サンスクリット語の演劇芸術であ

る。2,000年の歴史があるとされるクーディヤッタムは、⽂字どおり「複合演技」を意味する寺院芸術である。

クーディヤッタムは、「Koothambalam」として知られる特別に準備された会場で演じられる。

クーディヤ

ッタムは、

サンスクリ

ット演劇と

クートゥを

組み合わせ

たもので、

これもまた

古くから伝

わる芸能で

ある。クー

ディティヤ

ッタムの上

演 は 、 通

常、完成ま

でに数⽇を

要する。劇

は、プラッ

パドゥ、ニ

ルヴァハナ

ム、そして

最後にクー

ディヤッタ

ムの 3つの部

分 か ら な

る。

演⽬は、⼿の

ジェスチャー

や他の種類の

演 技 を 使 っ

た、⼿の込ん

だ⻑い演技の

連続である。

クーディヤッ

タムで使われ

る楽器は、ミ

ズハブ、クジ

タラム、エダ

ッカ、サンク

ー、クルムク

ザ ー ル で あ

る。

クーディヤッ

タムは、「ク

ー サ ン バ ラ

ム」と呼ばれ

る特別に準備

された会場で

演じられる。

ケーララ固有の豊かな⽂化を反映したもの
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モヒニはヴィシュヌ神の化⾝とされている。
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モヒニヤッタムのルーツは、古代ヒンドゥー教の芸能に関するサンスクリット語のテキストであるナティヤシ

ュトラにしっかりと根ざしている。踊り⼿は、縁に⾦⾊のレースが刺繍された無地の⽩またはオフホワイトの

サリーを着⽤する。彼⼥は宝⽯で⾝を飾り、⾜と指は天然染料で⾚く彩られる。この古典舞踊の優美さに魅了

されたいなら、ケーララがおすすめだ。

真に魅惑的な視覚の饗宴

魅⼒的な優雅さ、アーティストの華麗でゆったりとした動き、そして観客の⼼に残る視覚的な印象。ケーララで最

も⼈気のある古典芸能のひとつであるモヒニヤッタムは、⾒る者に魔法の呪⽂をかける。

モヒニヤッタムは、ゆっくりとした優雅で⼥性的な動きを⾒せる、ラシャ・タイプの演⽬に近い。

伝統的には、

歌⼿のヴォー

カルとクジタ

ラム、ヴィー

ナ 、 イ ダ ッ

カ、ムリダン

ガムなどの楽

器 を 伴 う ソ

ロ・ダンスで

ある。モヒニ

ヤッタムは、

ヴィシュヌ神

の化⾝で魅惑

的な⼥性の踊

りであるモヒ

ニの踊りとし

て視覚化され

ている。

モヒニはヒン

ドゥー教の教

典に登場し、

善良なデーヴ

ァたちが悪魔

のアスラの⼿

から⽣命の⽢

露であるアム

ルートを⼿に

⼊れるのを狡

猾に⼿助けす

る誘惑者とし

て描かれてい

る。このキャ

ラクターは、

悪に対する善

の勝利を象徴

している。

モヒニヤッタ

ムは、よりラ

シャ・タイプ

の演⽬に傾い

ている。
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オッパナは、ケーララのマッピラ・コミュニティによって踊られる祝祭の踊りである。



13

オッパナの演⽬は楽しさをテーマにしており、結婚を機に花嫁をからかうのが⼀般的だ。マラヤーラム語とア

ラビア語の組み合わせが使われる。タブラ、ガンジラ、ハルモニウムなどの楽器が使われる。ケーララ北部で

マッピラの結婚式に招待されたら、この華やかな踊りを⾒ることができるかもしれない。

⾦の装飾品で飾られた花嫁が⾼座に座り、ケーララの伝統的なイスラム⾐装に⾝を包んだ⼥性たちが彼⼥の周り

に輪を作り、踊りや⾳楽が夜遅くまで続く。

オッパナは、ケーララのイスラム教徒の結婚式で⼀般的に演じられる芸術形式である。

ケーララ北部

のマッピラ・

コミュニティ

に 多 く ⾒ ら

れ、アラブ諸

国で⾏われて

いる踊りの儀

式 に 似 て い

る。芸⼈たち

は 「 ピ ー ダ

ム」と呼ばれ

る⾼座に座る

花嫁の周りを

回る。芸⼈た

ちは⼿を叩き

ながら歌いな

がら花嫁の周

りを回る。

通常、2 ⼈か 3

⼈のパフォー

マーがリード

し、他のパフ

ォーマーはコ

ーラスとして

伴奏する。リ

ズムと動きは

シ ン プ ル だ

が、⼼をなご

ませる魅⼒が

あり、祝福の

オーラを醸し

出す。

オッパナは⼀

般的に、ケー

ララのイスラ

ム教徒の結婚

式で演じられ

る。

祝祭のリズム
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シャクティー⼥神の最も獰猛な姿であるカリに扮するアーティスト
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カリ・テヤットゥは、⼥神カリと悪魔ダリカの戦いの物語である。

床には⾊とりどりの粉が敷き詰められ、視覚的にも素晴らしいカリの絵が描かれる。カラメシュトゥが終わる

と、会場では⼥神を賛美する歌が歌われる。そして、カーリーに扮した男性パフォーマーが登場し、パフォー

マンスが始まる。視覚的なスペクタクルに他ならない。カリ・テヤトゥは⼀⽣に⼀度の体験だ。

夜を背景に、不気味なキャラクターが現れる。2本の棒の先に⽕が灯され、畏敬の念を抱かせるような衝撃的な動き

をするのだ。⾊とりどりの粉を使って床に描かれたカリ⼥神の精巧な印象。他では味わえない感覚だ。

カリ・テヤッ

トゥは、ケー

ララ州を拠点

とするバラモ

ン・コミュニ

ティである

「テヤットゥ

ニ」によって

演じられるヒ

ンドゥー教の

寺院芸術であ

る。同州のバ

ドラカリ寺院

で⾏われる儀

式的な踊り

だ。バドラカ

リは、ヒンズ

ー教の聖典

「デヴィ・マ

ハトマーム」

で論じられて

いるように、

⼥神シャクテ

ィの最も獰猛

な姿と考えら

れている。

カリ・テヤット

ゥ舞踊は、カリ

⼥神と悪魔ダリ

カの間で戦われ

た戦争の物語を

伝えている。⼥

神は戦いに勝利

し、その勝利の

物語が踊りの形

で演じられる。

演⽬の中で最も

興味深いのは

「カラメシュト

ゥ」である。こ

のパートは⽇中

に⾏われる。

神聖な礼拝の不気味な顔
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ヨーロッパのオペラによく似た芸術形式
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細かいジェスチャーと驚くべき体の動きで、アーティストたちは歌い、リズミカルなプレイバックに合わせて

演奏し、ビートに合わせて地⾯を踏み鳴らすこともある。背景には鈴と太⿎が使われている。特定の地区のラ

テン系コミュニティだけのものではあるが、チャヴィットゥ・ナダカムはケーララの⽂化スペクトルの中で輝

く宝⽯のひとつである。

印象に残るリズミカルなステップ

きらびやかな中世ヨーロッパの衣装、武勇伝を語る音楽舞踊劇、演目の舞台となる木の板-チャヴィットゥ・ナダカム
は、あらゆる面で他のケーララ伝統芸術とは一線を画している。

観客を魅了する息をのむようなパフォーマンス、チャヴィットゥ・ナダカムは、ケーララのラテン系カトリック・キ

リスト教コミュニティの間で実践されている人気のある芸術形式だ。

17 世紀頃にコ
ーチで生まれ

たとされ、通常

はオープンス

テージで上演

される。

聖書の中の英

雄的なエピソ

ードや、有名な

キリスト教戦

士のエピソー

ドが物語とし

て選ばれる。多

くの点で、この

芸術形式は世

界的に有名な

ヨーロッパの

オペラに似て

いる。

チャヴィット

ゥ・ナダカムが

魅⼒的なのは、

舞台で上演され

る独特の⽅法

だ。出演者は登

場⼈物に扮しな

がら独特の化粧

をする。

出演者たちは、

登場⼈物に扮し

ながら独特の化

粧を施してい

る。
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ダフムットゥの詩は、イスラムの英雄たちの⼈⽣を讃えている。
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詩はイスラムの英雄や戦⼠の⼈⽣を祝うものである。歌い⼿はダフを弾き、そのリズムに合わせて歌い、歌の

テンポに合わせて体を揺らす。⼀座のリード・シンガーが歌を歌い、チーム・メンバーはコーラスとして、パ

フォーマンスに魅⼒と活⼒を加える。ダフムットゥは⼀⽇中いつでも演じられる。ケーララへの旅⾏の際に

は、ぜひダフムットゥの素晴らしいパフォーマンスをご覧ください。

伝統的な帽⼦をかぶり、⽩装束に⾝を包んだパフォーマーたち、⾒る者の注意を引く魅惑的なビート、パフォーマン

ス全体に明確なトーンを与える優雅な動き--ダフムットゥは、ケーララで最も⼈気のあるイスラム芸術のひとつだ。

世界共通の⾔語

があるとすれ

ば、それは⾳楽

だろう。世界の

どの地域のどの

コミュニティの

メンバーにとっ

ても親しみやす

い⾳楽は、⼈々

の⼼を魅了し、

世界中で最も⼈

気のあるエンタ

ーテイメントの

ひとつである。

だからこそ、ダ

フムットゥは世

界中のあらゆる

地域の⼈々が簡

単に楽しむこと

ができるのだ。

ケーララのマラ

バル地⽅でよく

⾒られるダフム

ットゥの名前

は、ダフという

打楽器に由来す

る。ダフは⽊と

⽜の⽪で作られ

ている。

ダフムットゥ

は、社交的な娯

楽として、また

祭りの際によく

演奏される。ダ

フムットゥは、

世界中のあらゆ

る地域の⼈々が

簡単に楽しむこ

とができる。

魂を満たすパフォーマンス
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aravana muttu は、要⼈を歓迎するために演奏される地元のイスラム⾳楽の祭典である。

演奏の各部分は「アダカン」と呼ばれる。演奏はゆっくりと始まり、徐々にテンポを上げながら勢いを増して

いく。アラバナ・ムットゥのような芸術形式を知り、鑑賞し、楽しむことは誰にとっても簡単なことだ。結局

のところ、⾳楽のリズミカルなビートは普遍的に理解されているのだ。

リズミカルなビートと優雅な動きが視覚的なスペクタクルを⽣み出す、伝統的なアラブ打楽器の魅⼒。アラバナ・ムッ

トゥは、要⼈を歓迎するために演奏される地元のイスラム⾳楽の祭典だ。

アラバナは、⽊

と動物の⽪でで

きた⽚⼿持ちの

楽器だ。この芸

術形式は、主に

ケーララ北部地

区で練習され、

演奏されてい

る。アラバナ・

ムットゥは、こ

の地⽅で流⾏し

ているもうひと

つのよく似た芸

術形式であるダ

フ・ムットゥと

よく間違われ

る。

しかし、アラバ

ナの太⿎⾃体は

ダフ・ムットゥ

に使われるもの

より⼩さく、幅

も広い。アラバ

ナ・ムットゥの

太⿎は⽊枠があ

り、美しく彩⾊

され、結び⽬の

あるロープが張

られている。

演奏者のグルー

プは通常、伝統

的な⽅法で半円

形に座る。グル

ープのリーダー

が最初の⼀曲を

歌う特権を持

ち、その最初の

⼀曲が終わる

と、他のグルー

プもアラバナを

演奏したり歌っ

たりして参加す

る。

⼼を溶かす⾳楽
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この部族芸術はワヤナドのアディヤ・コミュニティによって演じられる。
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⾐装はシンプルだがカラフルだ。トゥディ」はガディカで使われる打楽器だ。⽵で作られたリードパイプ「チ

ーナム」も使われる。

ガディカは、主に 6⽉から 7⽉にかけてのマラヤーラム語⽉であるミトゥーナムに演じられる。

驚くべき芸術の瑞々しさ

謎めいた部族⽂化の最⾼の祭典だ。新たな期待と繁栄の約束を求めて、この部族芸術は邪悪なものを追い払うとい

う信念のもとに演じられる。Gadhika は、部族の⼈々と彼らが住む⼟地との間の固有の関係を反映している。

ガディカは、ワヤナドに住む部族コミュニティであるアディヤスによって実践されている。

Nattu Gadhika

と Pooja

Gadhika は 、

この部族舞踊

の 2つのバリエ

ーションと考

え ら れ て い

る。プージャ

ー・ガディカ

が主に儀式の

ために踊られ

るのに対し、

ナットゥ・ガ

ディカは⼈前

で も 踊 ら れ

る。ガディカ

はどちらかと

いうと舞踊劇

であり、太⿎

や管楽器が伴

奏となる。パ

フォーマーは

リズミカルな

輝きを放ちな

がら、ぐるぐ

る と 動 き 回

る。

ムーパンは部

族の⻑であ

る。Gadhika

の参加者は、

しばしば家庭

から招待を受

けて訪問し、

パフォーマン

スを披露す

る。また、神

の怒りの結

果、家庭内で

誰かが病気に

なった場合、

ガディカのパ

フォーマンス

が神を鎮め、

健康をもたら

すと信じられ

ている。参加

者は男性だ

が、彼らは⼥

装する。
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この儀式的な芸術形式は蛇崇拝の⼀環として⾏われる。
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プルヴァンクダム、プルヴァンヴェーナ、イラタラムなどの楽器を伴った神秘的な⾳楽が始まる。⾳楽が進む

につれて、少⼥たちは蛇のような円運動を始め、髪やプックラでカラムを磨く。蛇は彼⼥たちを通して⽣命を

宿すと信じられており、この特徴が神秘性を⾼めている。

蛇を崇拝するのは奇妙な伝統だと思われるかもしれないが、ケーララではとても⼀般的なことだ。サルパム・トゥラー

ルは、蛇崇拝の⼀環として⾏われる儀式的な芸術で、幸運と繁栄をもたらすと信じられている。

サルパムとは

マラヤーラム

語で蛇を意味

する。ケーラ

ラ州の多くの

家には「サル

パカヴス」と

呼ばれる蛇の

祠がある。サ

ルパム・トゥ

ラールは伝統

的にこれらの

家の祠で⾏わ

れる。通常、

プルヴァル・

カーストに属

する⼈々が、

この芸を披露

する役⽬を任

される。

カラム（粉を使

って地⾯に描く

カラフルな絵）

には、ナガヤク

シ（蛇の⼥神）

の像が描かれ

る。伝統的に、

思春期を迎えた

2⼈の少⼥が、

プックラ（アレ

カの実の花）を

⼿にカラムの中

に座らされる。

狂乱。トランス

状態と神秘的な

雰囲気は、体験

する価値のある

光景だ。

芸術と神話のメドレー
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「マルガム・カリ」とは救済への道を意味する。
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マーガム・カリは、最近では結婚や教会での特別な祝宴の際に上演されることが多い。

最初はゆっくりと始まり、曲が進むにつれてテンポが急速に上がっていく。パフォーマンスは、聖トマスの⽣

涯を物語る歌と踊りで始まり、⼈⼯の盾と剣を使った武術の披露で⼀転する。アーティスト⾃⾝が演奏する⼿

のひらサイズのシンバルの他には、伴奏は⼀切使われない。

伝統的なケーララ・クリスチャンの⾐装に⾝を包んだ⼥性たちが、魅惑的な⾳楽の中、⼗字架を中⼼に置かれたニラ

ヴィラク（伝統的なランプ）の周りを踊る。

ケーララのセント・トーマス・クリスチャン・コミュニティで踊られている歴史的な舞踊で、主にクナナヤ・クリス

チャンとして

知られるサブ

セクターに広

まっている。

マラヤーラム

語でマルガム

は「道」を意

味する。マル

ガム・カリー

の⽂脈では、

この⾔葉は救

いへの道を意

味する。ケー

ララにおける

使徒聖トマス

の宣教を中⼼

としたこの舞

踊は、彼の宣

教活動や彼が

⾏った奇跡な

どの物語を再

現している。

初期には男性

によって踊ら

れていたマー

ガム・カリだ

が、現在では

ほとんどが⼥

性によって踊

られている。

⼥性によって

演じられる。

⼥性アーティ

ストたちは、

チャッタ、ム

ンドゥ、カヴ

ィニ、メッ

カ・モーティ

ラム、バング

ルなどの伝統

的な⾐装に⾝

を包んでい

る。

楽しい振り付け
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オッタン・トゥラールは、伝説的なマラヤーラム語の詩⼈

クンチャン・ナンビアールによって紹介された。
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ユーモアを通して、この芸術形式は社会批判の責任を⾒事に果たしている。

オッタン・トゥラールは、マラヤーラム語の伝説的詩⼈クンチャン・ナンビアールによって初めて紹介され

た。オッタン・トゥラルのウィットに富んだ⽪⾁たっぷりの表現は、庶⺠の⼼に深く響いた。パフォーマーが

ステージに持ち込むエネルギーそのものが、オッタン・トゥラルをバケットリストに⼊れるべき理由である。

ユーモア、⽪⾁、⾵刺を織り交ぜた古典芸能︖信じられない話かもしれないが、ここケーララでは 1700年代から⾏

われている。オッタン・トゥラールについて詳しく知ること、そしてそれがどのように発展してきたかを知ること

は、それ⾃体が楽しい情報である。

シンプルさと

ウィットとユ

ーモアで表現

されるオッタ

ン・トゥラー

ルは、ケーラ

ラの古典芸術

の中でも独特

の位置を占め

ている。ユー

モ ア を 通 し

て、この芸術

形式は社会批

判の責任も⾒

事に果たして

いる。オッタ

ン・トゥラー

ルは、 3 つの

トゥラール芸

術の中で最も

⼈気があり、

他の 2 つはシ

ータンガン・

トゥラールと

パラヤン・ト

ゥ ラ ー ル で

す。

オッタン・ト

ゥラールは、

他の多くの古

典 芸 能 と 同

様 、 ナ テ ィ

ヤ・シャスラ

の基本原則に

従っている。

パフォーマー

は、⾊とりど

りの⾐装と化

粧 に ⾝ を 包

む。そして、

特定の⾝体動

作で踊り、⽂

献の詩を⼤声

で朗読し、そ

れをバックで

別のアーティ

ストが繰り返

す。

ユーモア、⾳楽、ダンスの興味深い融合
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こうして、カーリーの最も激しい姿であるバドラカーリーが現れ、ダリカを殺した。パダヤニを⾒ることは、

インドの偉⼤な神話的物語や伝統についてより深く知るきっかけになるに違いない。

完璧を求める熱い情熱

パダヤニとは基本的に戦⼠の列を意味する。この儀式演劇は寺院で上演され、バドラカーリー、すなわち怒れる⼥

神カーリーの出現に関連している。演劇、⾳楽、舞踊が⾒事に融合したこの芸術形式は、通常、バドラカリに捧げ

られた寺院で上演される。

パダヤニ・タ

ップ、チェン

ダ、パラは、

パダヤニで使

われる楽器の

⼀部である。

パダヤニは、

トラヴァンコ

ール地⽅の古

い中央部独特

のもので、豊

作を感謝する

⾏事でもあ

る。パダヤー

ニの華麗な演

劇的美徳は、

それを期待以

上のパフォー

マンスにして

いる。

パダヤニを⾒る

ことは、インド

の神話的な物語

や伝統について

知るチャンスで

もある。

パダヤニにまつ

わる神話は、バ

ドラカーリー⼥

神が悪魔ダリカ

を退治した話に

関連している。

悪魔はブラフマ

ー神から、⼥性

だけが悪魔を殺

すことができる

というご利益を

得ていた。



32

パタナムティッタにあるコッタンガル・デヴィ寺院は、コッタンガル・パダヤニとして親しまれている年に⼀

度のパダヤニ祭で有名だ。この祭りは、マラヤーラム語のダヌとマカラムの⽉（12⽉から 1⽉にかけて）に祝

われる。最後の 8⽇間は、様々なコラムのパフォーマンスやその他の伝統的なプログラムが⾏われる。
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Tholpavakoothu はケーララ独特の影絵⼈形劇である。
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Tholpavakoothuは、⼥神 Bhadrakaliに捧げられたもう⼀つのパフォーマンスです。伝説によると、バドラカー

リーはラーマ神がラーヴァナに勝利したとき、ダリカと戦っていたため、その勝利を⽬撃することができなか

ったという。そのため、ラーマとラーヴァナの戦いの物語を語る Tholpavakoothuが彼⼥の要請で上演された。

影が踊るとき

影に命が宿り、その⼟地固有の⽂化遺産である伝説の筋書きが語られるのを⾒るのは、なんと素晴らしい光景だろ

う︕そんな光景をまだ体験したことがないなら、ケーララ独⾃の影絵芝居、トールパヴァクースーをどうぞ。

ケーララの北部で⼈気のあるトルパヴァクースは、伝統的に寺院で演じられる儀式的な芸術の⼀形態だ。

トールパヴァ

クースの起源

についてはあ

まり知られて

いないが、ケ

ーララの古代

芸術のひとつ

であることは

間違いない。

Tholは⾰、

paavaは⼈

形、koothuは

遊びを意味す

る。
Tholpavakoot
huは通常夜

に上演され、
Koothumadam
と呼ばれる舞

台で⾏われ

る。幕が張ら

れ、ランプで

照らされる。

幕の向こうで

は、様々な形

をした特別に

デザインされ

た⼈形が演じ

られる。これ

らの⼈形の影

が⽩い布の上

に落ちること

で、観客は視

覚的にも⾳楽

的にも壮⼤な

体験をするこ

とができる。

トルパヴァク

ートゥは、芸

術家たちが⼈

形を使って物

語を演じると

いう点でユニ

ークだ。
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Tholpavakoothuまたは影絵⼈形劇は、ケーララ パラッカードとその近郊のバガヴァティー寺院（⺟なる⼥神）

に伝わる寺院芸術である。伴奏楽器にはエジュパラ、チェンダ、マッダラムなどがある。芸術家たちは、この

芸術形式を習得するために数年にわたる厳しい訓練を受けなければならない。⼈形劇は、クートゥマダムと呼

ばれる寺院の敷地内にある特別な建造物で上演される。
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テイヤムは、主に北ケーララで普及している儀式芸術である。
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テイヤムのパフォーマンスを垣間⾒るには、12⽉から 4⽉のシーズンにケーララのマラバル地⽅を訪れるとよい。

演奏は通常、聖堂や、時には家族の家でも⾏われ、先祖を敬うための細かい儀式や儀礼が⾏われる。演者は聖堂の

前でテイヤムを始め、その後、聖堂の周りを回り、境内や中庭を⾛りながら踊る。そのパフォーマンスは、朗読、

⾳楽、踊りの⾒事なコンビネーションである。

神々しいまでの芸術

神の国では、神々に扮した男たちをよく⾒かける。踊ったり、歌ったり、天外の⼒と交信しようとしたりするの

は、すべて神の加護を求める意図があるからだ。それについてもっと知りたければ、テイヤムについて理解する必

要がある。

ケーララ北部

に広く伝わる

儀式的な舞踊

崇拝であるテ

イヤムは、数

千年前からの

伝統、儀式、

習慣を受け継

いでいる。

400種類以上

のテイヤムが

あり、⼀般的

に男性アーテ

ィストによっ

て演じられる

が、唯⼀⼥性

によって演じ

られるのがデ

ーヴァコット

ゥ・テイヤム

である。

芸術家たちは

濃い化粧を

し、⾃然の⾊

を使った顔彩

を施し、派⼿

な⾐装、装飾

品、精巧な頭

飾りを⾝につ

ける。伝説や

神話、英雄譚

が⾳楽の詩と

して盛り込ま

れる。チェン

ダ、イラ・タ

ラム、クルム

クザール、ヴ

ィークチェン

ダなどの楽器

が、魅惑的な

⾳楽を⽣み出

すために使わ

れる。
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マンナンクースの儀式芸能は、コヴィランとカンナギ（タミル語の叙事詩『シラパティカラム』の中⼼⼈物）

の物語を伝えるもので、マンナン・コミュニティが「カヴァルートゥ」の収穫祭に⾏う。マンナン族はケーラ

ラ イドゥッキの森に住む部族である。マドゥラ・ミーナークシ⼥神の熱⼼な帰依者であるケーララのマンナ

ン・コミュニティは、他の部族に⽐べ、⾏政が確⽴している。
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芸術様式を体験する旅⾏を計画しているなら、宿泊

場所を⼼配する必要はない。ケーララ観光局に登録

されているホテルやホームステイが数多くある。ケ

ーララ観光局のウェブサイトをチェックすれば、そ

れらのホテルや⺠宿について知ることができる。
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